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平成２６年度第１回ジュニア・市政モニターアンケート結果 

 

テーマ「子どもの権利」について 

 

１ アンケート実施概要                                  

（１）対  象 ジュニア・市政モニター ３１９人 

（２）回答者数 ２０２人 

（３）実施期間 平成２６年７月１５日から８月８日まで 

（４）目  的 児童虐待やいじめなど、子どもの人権・権利の侵害が社会問題となって

いることから、相模原市では、虐待やいじめから子どもを守り、子どもが

笑顔でいきいきと暮らせる社会の実現に向けて、子どもの権利を保障する

ための条例の検討や子どもの権利に関するシンポジウムの開催、「児童に関

する権利条約（子どもの権利条約）」の啓発リーフレットの配布などの取組

みを進めています。 
今回のアンケートは、みなさんの思いや日頃の生活の様子を基に、今後

の子どもの権利保障に向けた取組みの参考とするためご協力いただきま

した。 
 

※表、グラフの内の数字は、回答者数を基数とした百分率で表わし、小数点第2位を四捨五入しているため、

百分率の合計が100％にならない場合があります。 

 

２ 各設問と回答状況及び結果概要                           
 

【基本的項目についてお聞きします】 

問１ あなたの性別をお答えください。（回答は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 回答された方の性別は以上のとおりです。 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 94 46.5% 

２ 108 53.5% 

合計 202 100.0% 

１ 男子           ２ 女子 
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問２ あなたの学年をお答えください。（回答は１つ） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

☆ 回答された方の学年層は以上のとおりです。 
 
 
 
問３ あなたのお住まいの区をお答えください。（回答は１つ） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

☆ 回答された方のお住まいの区は以上のとおりです。 

選択肢 回答数 回答分布 

１ 8 4.0% 

２ 36 17.8% 

３ 76 37.6% 

４ 25 12.4% 

５ 36 17.8% 

６ 21 10.4% 

合計 202 100.0% 

選択肢 回答数 回答分布 

１  63 31.2% 

２ 80 39.6% 

３ 59 29.2% 

合計 202 100.0% 

１ 中学１年生   ３ 中学３年生        ５ 高校２年生（中等 5年生） 
２ 中学２年生   ４ 高校１年生（中等 4年生） ６ 高校３年生（中等 6年生） 
 

１ 緑区          ２ 中央区         ３ 南区 
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【あなたの日頃の思いや生活についてお聞きします】 

 

問４ あなたは、自分が好きですか。（回答は1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 自分のことが好きかということについて、「好き」「まぁまぁ好き」が、合わせて57.0％

という結果となりました。 

 

 

問５ あなたは、周りの人から大切にされていると感じますか。（回答は1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 周りの人から大切にされていると感じるかについて、「感じる」「なんとなく感じる」が

合わせて74.7％という結果となりました。 

選択肢 回答数 回答分布 

１  29 14.4% 

２ 86 42.6% 

３ 59 29.2% 

４ 25 12.4% 

無回答 3 1.5% 

合計 202 100.0% 

選択肢 回答数 回答分布 

１  54 26.7% 

２ 97 48.0% 

３ 34 16.8% 

４ 14 6.9% 

無回答 3 1.5% 

合計 202 100.0% 

１ 好き            ３ あまり好きではない 

２ まぁまぁ好き        ４ 好きではない  

１ 感じる           ３ あまり感じない 

２ なんとなく感じる      ４ 感じない 
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問６ あなたが、楽しくて夢中になれるのはどんなことですか（回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ どんなことが、楽しくて夢中になれるかの上位３項目は、「友達と遊ぶこと」が 43.1％

で最も多く、次いで「学校の行事（運動会、文化祭など）」が40.6％、「パソコンや携帯電

話」が27.7％という結果となりました。 

選択肢 回答数 回答分布 

１  82 40.6% 

２ 17 8.4% 

３ 51 25.2% 

４ 25 12.4% 

５ 50 24.8% 

６ 0 0.0% 

７ 0 0.0% 

８ 10 5.0% 

９ 6 3.0% 

１０ 9 4.5% 

１１ 6 3.0% 

１２ 22 10.9% 

１３ 9 4.5% 

１４ 25 12.4% 

１５ 87 43.1% 

１６ 13 6.4% 

１７ 4 2.0% 

１８ 56 27.7% 

１９ 39 19.3% 

２０ 51 25.2% 

２１ 17 8.4% 

２２ 1 0.5% 

無回答 3 1.5% 

１ 学校の行事（運動会、文化祭など） 12 おけいこ事、習い事         

２ 学校の勉強            13 ボランティア活動  

３ 学校の休み時間に友達と過ごすこと 14 自分一人で遊ぶこと 

４ 学校の児童会、生徒会活動     15 友達と遊ぶこと 

５ 学校のクラブ活動、部活動     16 きょうだいや家族と遊ぶこと 

６ 児童クラブ・学童保育の生活    17 仕事・アルバイト  

７ こどもセンター・児童館の行事   18 パソコンや携帯電話 

８ 地域の行事(子ども会、お祭りなど) 19 テレビやＤＶＤを観ること  

９ 地域のスポーツチームの活動    20 読書   

10 塾の勉強             21 その他  

11 バンドなど友達同士のサークル活動 22 特にない 

ｎ＝202 
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問７ あなたが、ホッとできる、安心できる場所はどこですか （回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 「２１ その他」記入欄意見 抜粋 

○ 体育の授業や部活、休日などにスポーツをすること。 

○ お風呂に入ること。 

○ 趣味(カメラ、旅行、ゲーム、バイク、音楽、映画鑑賞など)に関すること。 

○ ボーイスカウト活動をすること。 

○ 自宅で勉強すること。 

○ 寝る前にこっそり日記を書くこと。 

選択肢 回答数 回答分布 

１  140 69.3% 

２ 109 54.0% 

３ 27 13.4% 

４ 34 16.8% 

５ 40 19.8% 

６ 5 2.5% 

７ 27 13.4% 

８ 14 6.9% 

９ 0 0.0% 

１０ 26 12.9% 

１１ 0 0.0% 

１２ 4 2.0% 

１３ 13 6.4% 

１４ 5 2.5% 

１５ 3 1.5% 

１６ 9 4.5% 

１７ 20 9.9% 

１８ 4 2.0% 

無回答 2 1.0% 

１ 自宅               10 図書館や公民館  

２ 自分の部屋            11 こどもセンターや児童館         

３ 友だちの家            12 地域のスポーツチーム 

４ 親戚の家             13 公園や広場  

５ 学校の教室            14 コンビニエンスストア      

６ 学校の保健室、相談室       15 ファーストフード店やファミリーレストラン  

７ 学校の部活動などの部屋      16 ゲームセンターやカラオケボックス 

８ 塾や習いごとの教室        17 その他    

９ 児童クラブ            18 どこにもない            
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☆ ホッとできる、安心できる場所の上位３項目は、「自宅」が 69.3％で最も多く、次いで

「自分の部屋」が54.0％、「学校の教室」が19.8％という結果となりました。 

 

 

相模原市子育て応援イメージキャラクター 

『 は な た ん 』 

 

問７ 「１７ その他」記入欄意見 抜粋 

○ 海や静かな森の中などの自然がある場所 

○ きれいな景色が見える場所 

○ お気に入りの町 

○ ショッピングモール 

○ 映画館 

○ 鉄道車内 

○ 生徒会室など 

○ 学校、塾などの自習室 

○ 人があまり来ない静かで明るい場所（一人の廊下や教室） 

○ トイレ 

○ お風呂 

○ 姉の部屋 

○ 一番自分が好きな人がいる場所 

○ 地元の友達と集まる時 

○ 秘密基地 
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問８ あなたが、疲れたり、不安に思うことはなんですか （回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 疲れたり、不安に思うこととして感じている上位３項目は、「受験・進路」が 65.8％で

最も多く、次いで「学校の勉強・宿題」が55.4％、「友達や先輩のこと」が22.8％という

結果となりました。 

選択肢 回答数 回答分布 

１  112 55.4% 

２ 19 9.4% 

３ 19 9.4% 

４ 30 14.9% 

５ 29 14.4% 

６ 1 0.5% 

７ 27 13.4% 

８ 8 4.0% 

９ 133 65.8% 

１０ 28 13.9% 

１１ 12 5.9% 

１２ 5 2.5% 

１３ 4 2.0% 

１４ 46 22.8% 

１５ 6 3.0% 

１６ 11 5.4% 

無回答 2 1.0% 

問８ 「１５ その他」記入欄意見 抜粋 

○ あらゆる人間関係に関すること。 

○ バイトに関すること。 

○ 学校内で授業中は寝て、休み時間になると携帯でゲームをする人が非常に多いこと

が嫌だと感じる。 

○ 金銭に関すること。 

○ 親から次々と家事を頼まれること。 

１ 学校の勉強・宿題           ９ 受験・進路 

２ 学校の規則              10 親のこと 

３ 学校の行事（運動会、文化祭、旅行など） 11 きょうだいのこと   

４ 児童会、生徒会活動          12 おじいさん、おばあさんのこと 

５ クラブ活動、部活動          13 先生のこと  

６ 地域のスポーツ活動          14 友達や先輩のこと 

７ 塾の勉強・宿題            15 その他 

８ おけいこ事、習い事          16 特にない 

ｎ＝202 
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問９ 悩みや困ったことがあるときに相談できる人はだれですか。（回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 悩みや困ったことがあるときに相談できる人の上位３項目は、「友達」が 62.4％で最も

多く、次いで「お母さん」が59.4％、「お父さん」が22.3％という結果となりました。 

 

選択肢 回答数 回答分布 

１  120 59.4% 

２ 45 22.3% 

３ 27 13.4% 

４ 5 2.5% 

５ 3 1.5% 

６ 6 3.0% 

７ 126 62.4% 

８ 33 16.3% 

９ 2 1.0% 

１０ 4 2.0% 

１１ 8 4.0% 

１２ 5 2.5% 

１３ 6 3.0% 

１４ 8 4.0% 

１５ 1 0.5% 

１６ 1 0.5% 

１７ 1 0.5% 

１８ 14 6.9% 

１９ 15 7.4% 

無回答 3 1.5% 

１ お母さん         11 クラブ・部活動の顧問の先生 

２ お父さん         12 校内の相談員（スクールカウンセラーなど） 

３ きょうだい        13 おけいこ事、習い事の先生   

４ おばあさん        14 塾の先生  

５ おじいさん        15 こどもセンター、児童館、公民館のスタッフ 

６ 親せきの人        16 地域のスポーツチームの監督 

７ 友達           17 近所のおじさん・おばさん 

８ 担任の先生        18 その他   

９ 校長先生・教頭先生    19 だれもいない 

10 保健室の先生 

ｎ＝202 
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問10 家庭や学校、地域で自分の意見を聞いてもらえていると思いますか（回答は1つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 家庭や学校、地域で自分の意見を聞いてもらえているかについて、「聞いてもらえている」

「だいたい聞いてもらえている」が合わせて81.7％という結果となりました。 

 

問９ 「１８ その他」記入欄意見 抜粋 

○ ただの友達ではなく、本当に信用と信頼が出来る友人。 

○ ネットの友人。 

○ ぬいぐるみ。 

○ 先輩。 

○ 担任以外の学校の先生。 

○ 相談しない(相談したいと思わない。)。 

○ 悩む事がない。 

選択肢 回答数 回答分布 

１  75 37.1% 

２ 90 44.6% 

３ 27 13.4% 

４ 9 4.5% 

無回答 1 0.5% 

合計 202 100.0% 

１ 聞いてもらえている 

２ だいたい聞いてもらえている 

３ あまり聞いてもらえてない 

４ ぜんぜん聞いてもらえてない 
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問11 あなたは、地域の人との交流がありますか。（回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 地域の人との交流があるかについての上位３項目は、「あいさつをしている」が 66.8％

で最も多く、次いで「自治会の行事(運動会、お祭りなど)に参加している」が43.1％、「自
治会の行事を手伝っている」が20.8％という結果となりました。 

 

選択肢 回答数 回答分布 

１  42 20.8% 

２ 87 43.1% 

３ 8 4.0% 

４ 0 0.0% 

５ 24 11.9% 

６ 135 66.8% 

７ 25 12.4% 

８ 2 1.0% 

９ 38 18.8% 

無回答 1 0.5% 

１ 自治会の行事を手伝っている    
２ 自治会の行事(運動会、お祭りなど)に参加している  
３ 地域のスポーツチームに入っている 
４ 地域の保育サークルなどの手伝いをしている 
５ 地域のボランティア活動をしている   
６ あいさつをしている 
７ 近所の友達家族と食事したり出かけたりしている 
８ その他              
９ 交流の機会はない 
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問12 あなたは、子どもの相談を受けてくれるところを知っていますか。（回答はあるだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 子どもの相談を受けてくれるとして知っているところの上位３項目は、「ヤングテレホン

相談」が51.5％で最も多く、次いで「児童相談所」が51.0％、「青少年相談センター」が

47.5％という結果となりました。 

 

 

選択肢 回答数 回答分布 

１  103 51.0% 

２ 16 7.9% 

３ 96 47.5% 

４ 27 13.4% 

５ 104 51.5% 

６ 82 40.6% 

７ 28 13.9% 

８ 53 26.2% 

９ 39 19.3% 

１０ 34 16.8% 

１１ 52 25.7% 

１２ 24 11.9% 

１３ 39 19.3% 

１４ 59 29.2% 

１５ 2 1.0% 

１６ 19 9.4% 

無回答 4 2.0% 

問１２ 「１５ その他」記入欄意見 抜粋 

○ １１０番(警察) 

○ 不登校ホットライン 

１ 児童相談所           10 “いきる”ホットライン 

２ 各区のこども家庭相談課     11 いじめ110番（神奈川県） 

３ 青少年相談センター       12 24時間いじめ相談ダイヤル（文部科学省） 

４ 保健所             13 子どもの人権110番、子どもの人権SOS 

５ ヤングテレホン相談        （ミニレター、ｅメール）（法務局） 

６ スクールカウンセラー      14 チャイルドライン（NPOチャイルドライン

７ こども虐待110番          支援センター） 

８ いじめ相談ダイヤル       15 その他 

９ こころの電話相談        16 知っているものは一つもない        

ｎ＝202 
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問13 あなたが困ったとき、どんなところだったら相談しようと思いますか。 

（回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答分布 

１  72 35.6% 

２ 37 18.3% 

３ 40 19.8% 

４ 33 16.3% 

５ 25 12.4% 

６ 16 7.9% 

７ 23 11.4% 

８ 64 31.7% 

９ 48 23.8% 

１０ 55 27.2% 

１１ 20 9.9% 

１２ 25 12.4% 

１３ 7 3.5% 

１４ 8 4.0% 

１５ 3 1.5% 

１６ 21 10.4% 

１７ 11 5.4% 

無回答 3 1.5% 

１ 直接会って相談できるところ      

２ 電話で相談できるところ 

３ メールで相談できるところ       

４ ２４時間相談できるところ 

５ 自分と年齢の近い人に相談できるところ 

６ 大学生くらいのお兄さん・お姉さんに相談できるところ 

７ 大人に相談できるところ 

８ どんな話でも受け止めて聞いてくれるところ 

９ 何かアドバイスをくれるところ 

10 話したことはひみつにしてくれるところ 

11 自分で解決方法を決めるのを支えてくれるところ 

12 解決方法を教えてくれるところ 

13 自分のかわりに解決してくれるところ 

14 家や学校から近いところ 

15 家や学校に近くないところ 

16 困ったとき、いつでもかけこめるところ 

17 その他 

ｎ＝202 
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☆ 困ったとき、どんなところだったら相談しようと思うかについての上位３項目は、「直接

会って相談できるところ」が35.6％で最も多く、次いで「どんな話でも受け止めて聞いて

くれるところ」が31.7％、「話したことはひみつにしてくれるところ」が27.2％という結

果となりました。 

 

 

 

問14 「子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）」というものを知っていますか。 

（回答は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）を知っているかについて、「内容まで知っ

ている」「聞いたことはある」が合わせて61.4％という結果となりました。 

問１３ 「１７ その他」記入欄意見 抜粋 

○ ＳＮＳ 

○ 父親 

○ 家族 

○ のどかで静かな所 

○ 自分がくつろげるところ 

○ 自力で解決 

○ どこにも相談しようと思わない 

○ 知らない人に相談したくない 

選択肢 回答数 回答分布 

１  35 17.3% 

２ 89 44.1% 

３ 75 37.1% 

無回答 3 1.5% 

合計 202 100.0% 

１ 内容まで知っている  
２ 聞いたことはある  
３ 知らない 

＊子どもの権利条約（正式名称「児童の権利に関する条約」）とは・・・ 

世界中のすべての子どもたちがもっている“権利”について定めた条約です。 

世界には、戦争で家族をなくしたり、病気で苦しんでいたり、食べる物がない子供や、暴力やい

じめに苦しんでいる子供もいます。 

世界中の子どもたちが幸せにくらせるように取り組むことを約束したものです。 

ｎ＝202 
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問15 次の子どもの権利の中で、あなたが特に大切だと思うことは何ですか。 

（回答は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 子どもの権利の中で、特に大切だと思う権利の上位３項目は、「安全な環境のもとで安心

して生活すること」が38.6％で最も多く、次いで「自分自身を大切にし、他の人も大切に

すること」が36.1％、「人と違う自分らしさが認められること」が29.7％という結果とな

りました。 

選択肢 回答数 回答分布 

１  73 36.1% 

２ 78 38.6% 

３ 60 29.7% 

４ 33 16.3% 

５ 59 29.2% 

６ 56 27.7% 

７ 18 8.9% 

８ 38 18.8% 

９ 17 8.4% 

１０ 13 6.4% 

１１ 44 21.8% 

１２ 37 18.3% 

１３ 18 8.9% 

１４ 7 3.5% 

１５ 4 2.0% 

１６ 2 1.0% 

１７ 3 1.5% 

無回答 5 2.5% 

１ 自分自身を大切にし、他の人も大切にすること 
２ 安全な環境のもとで安心して生活すること 
３ 人と違う自分らしさが認められること 
４ 自分の考えをいつでも自由に言えること 
５ すべての子どもが差別されないでくらせること 
６ どの子どもも、いじめや虐待から守られること 
７ 困ったときは相談することができること 
８ 遊んだり、休んだり、自由になる時間をもつこと  
９ 自分の秘密が守られること     
10 知りたいと思うことがかくされないこと 
11 暴力や言葉で傷つけられないこと 
12 家族が仲良く、いっしょに過ごす時間をもつこと 
13 子どもが自分のことは自分で決められること 
14 子どもからの自由な呼びかけでグループをつくり集まれること 
15 その他       
16 特にない     
17 わからない 

ｎ＝202 
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問16 子どもが安心して自分らしく、いきいきとくらしていくために、あなたのまわりの 

大人や、学校・市役所などに、してほしいと思うことや考えてほしいことなどがありま

したら自由に書いてください。（自由記載） 

 

◆主な意見 

 

《大人にしてほしいと思うことについて》 

・ 大人が、きちんと子どもの話を聞いて欲しい 

・ 僕達子供達の相談を受けたら、しっかり最後まで聞いて欲しいです。 

・ 以前父母とすれ違ったが、両親が話を聞いてくれて解決しました。少し勇気のいる行動

でしたが、スッキリしました。学校であった出来事や自分が悩んでいることを、相談出来

る時間を是非作って欲しいです。 

・ 子供が自分からいじめられているというのではなく、周りの大人が気づいてもらえるよ

うにした方がいいと思います。 

・ 陰で苦しんでいる子供達は沢山います。もう少し干渉してきても良いと思います。 

・ いじめを受けている子供は周りの人に相談したり、助けを求めようとしても自分からな

かなか言い出せないケースが多くあります。難しいことかもしれませんが、そういった子

供達からの「助けて」のサインを、周りの大人が感じ、受け取れるように少しでも様子が

変だと思ったら、迷わずに「どうしたの？」などの言葉、あたたかい言葉、声をかけてあ

げて欲しいと思います。 

・ 大人が子供をまず理解して欲しい。 

・ もっといろいろな子供と交流して、子供の事を良く理解して欲しい。約束を破ったりや

ってはいけない事をしたら叱るのは当然だけど、勉強ができなくて叱ったりするのは違う

と思う。 

・ 子供と大人が接する時間を増やす。 

・ 子供の目線になって考えて欲しい。 

・ 子供が安心して自分らしく生き生きと暮らすためには安全が第一だと思います。その中

でも子供が一人で居る時が一番危ないと思うので、大人の方には遊んでいる時に見守りを

してもらったり、学校等では安全に過ごせるように呼びかけをしてもらいたいです。 

・ してはいけないことをもう一度説明して、なぜ駄目なのかなど理由も明確にし、もう一

度生活について考えられるようにして欲しいです。 

 

問１５ 「１５ その他記入欄」意見 抜粋 

○ どの子供も、成長して「大人」になれる環境作りを心掛ける事  

○ 何事にも興味を持つこと 

○ 全てが大事 
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《地域や行政(学校・市役所など)にしてほしいと思うことについて》 

◇相談体制などに関すること。 

・ 虐待について相談できるところ。 

・ ２４時間体制の相談体制を整えて欲しいです。学校に行っている間にしか相談できると

ころが開いていないので、２４時間にして欲しいです。 

・ どんなに小さい事でも気軽に相談できる場を多く作っていって欲しいと思っています。 

・ 学校の相談室の先生を増やして、放課後もいて欲しい。授業を休んでは行きづらいし、

先生が一人だとその先生と合わない場合は行けない。 

・ 私の学校はスクールカウンセラーが月に１回しか来ません。他の学校でもそういうこと

があると思います。そうすると相談をしたい時にできません。なので、スクールカウンセ

ラーを増やして欲しいです。 

・ 子供の相談を受けてくれるところはたくさんあるけど、気軽に電話等が出来ないので、

そういうところからのアンケートを実施し、学校側で配ったり、置いてくれると助かりま

す（なぜアンケートなのかは、直接声を聞くと緊張して遠慮がちになってしまうため）。

そして、大変だとは思いますが返事を書いて下さると嬉しいです。 

・ 誰一人嫌な思いをさせないため、月１回などアンケートを取り、嫌な思いをしている人

がいたら話し合う等。 

・ 今の子供は学校生活を送るにあたって学校で友人などの他の同年代の子供との人間関係

を大切にしている者が多く、彼らは家族の輪や学校の友人との輪を作っていて、徐々に家

族より友人との輪を重視していくように感じられます。いじめなどの重要な情報はその輪

の中にあり、先生は知らないが子供は知っているという事はあります。それを防ぐために

は先生が子供一人ひとりと密接な人間関係を築く必要があると思います。子供が相談をで

きるところはたくさんありますが、本当に困っている子供は相談をする勇気がありませ

ん。先生と子供の人間関係の強化はいじめや体罰などの今日の学校問題の解決に重要だと

思います。子供一人ひとりを見つめる教育を徹底するために注意等でなく具体的、効果的

な対処をして欲しいです。 

・ 学校の二者面談の時、予定時刻を過ぎる程色々な事を話せました。出来れば学校の方で

も、学期ごとに１人30分位を目安に時間を作ってもらいたいです。 

・ 体罰をなくす、先生等の大人がいじめに気づく 

 

◇子どもの意見聴取、情報提供などに関すること。 

・ 子供も市政に関われる制度づくり。 

・ 学生に市議会等を見学させて、行政について考えさせて、自分に出来る事を考えさせれ

ば良いと思う。 

・ 大人の意見というのは難しく、ややこしいものばかりで、新しく出来た法なども子供に

わかりやすく訳してもらうとうれしいです。 

・ 子供の意見を取り入れる中立機関の設立 

・ 先生が生徒に対して、ひいきや差別をしないで平等に接して欲しい。 
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・ いじめは相手の心を深く傷つける。そのことの呼びかけ、講演会等をもっとたくさん行

って、いじめの防止に取り組んで欲しい。 

 

◇学習環境に関すること。 

・ 熱中症等の対策として保健室に冷水機を設置して欲しい。 

・ エアコンを付けて欲しい。  

・ 学校等が耐震のチェックに建物がひっかかっているなら「お金がないから」などという

理由で耐震工事を行わないのは良くないと思う。大きな地震が来た時の生徒の安全がより

危うくなる危険性があるから。それはしっかりやって欲しい。 

・ 給食をおいしくして欲しい。  

・ 学校以外で塾に行っていない人でも勉強を教えてもらえる場所が欲しい。 

 

◇生活環境に関すること。 

・ 不審者が出た時の対策 

・ 車の運転が危なく、怖いので見直して欲しいです。 

・ 近年子供が外で遊べる空間が少なくなってしまっているため、子供がインドアで遊ぶよ

うになってしまっています。少しでも良いので、子供が外で遊べる空間を増やして欲しい

です。 

・ もっと自由にのびのびとできるような自然が都会にも必要であると思う。 

 

◇地域や他の学校などとの交流に関すること。 

・ 地域の人全員を対象に話し合いをする機会を作る。地域の人、年齢関係なく行なう運動

会のような集まる機会を作る。祭りを増やす。 

・ 小さな地域でも、近くの他の地域との連携を強く持つことができる行事を増やしていけ

ば、小学校から中学校に上がった時など安心できる友達が早くできると思います。 

・ 近隣の小・中学校と生徒会・児童会活動の内容等について意見交換や、情報交換をする

場を設けて欲しいと思います。小・中学生がより地域に貢献できるように、お年寄りや小

さい子とのふれ合い等を学校として行って欲しいです。 

・ 自分の個性を知るためにいろんな年代やいろんな人との話し合いの場所。 

・ 市内の中・高校生の代表者が集まり、会議（何かのテーマに沿って）をする場が欲しい

と思います。また、他校との交流の場、機会も欲しいと思います。 

 

《その他》 

・ 最近色々な場面で取り上げられている「ＬＩＮE」での友達同士のつながりに「怖いな」

と思うことがあります。学校内でトラブルが起こるとＬＩＮEを使っている人も使ってい

ない人も皆一緒に注意を受けます。友達関係が学校内だけで終わっていない気がして何が

起きているかも分からず「怖いな」と思います。ＬＩＮEの使い方について、沢山の人が

理解してくれたらと思います。 
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・ ＬＩＮＥのトラブルが絶えないのは、もう社会問題です。呼びかけだけでなく、ＬＩＮ

Ｅのシステムをもっと安全にして欲しいなと感じています。 

・ 私達がケンカをしてしまったりすることがあったら、無理に仲直りさせようとするので

はなく、少し様子を見る事が大切だと思う。私達の力でお互いが納得できるようにするに

はどうすれば良いのかを考えるというのも一つの学びだと思うので、周りが無理に仲直り

させる必要はない。ただ、相談をしてくる人が居たらきちんと聞きアドバイスをすること

はお願いしたい。周りの方々には温かい目で見守って欲しいと思う。今は「ケンカ」とし

て小さいものに感じるかもしれないが、社会に出た時、物を考える力が「どうすれば仲直

りできるか」という点で役に立つのではないだろうか。 

 


